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表  4	
 「現代文Ⅰ」２学期パフォーマンス課題の評価ルーブリック  
観点	
 4	
 3	
 2	
 1	
 得点	
 

主
題
把
握	
 

⬜「︎自分の判断」と「対立す
る意見」を総合する結論に至
っている。 

⬜「︎対立する意見」への有効
な反論が述べられている。 

⬜ ︎設問を理解している。 
⬜「︎自分の判断」と「対立
する意見」との対話が不充
分である。 
⬜ ︎結論が明確でない。 

⬜ ︎設問は理解しているが、
多くの人にとって受け入
れがたい内容である。 

 
 
 
 
 
 

科
学
的

根
拠	
 

⬜科学的知識が論を有機的
に支えている。 

⬜ ︎科学的知識が有効に活用
されている。  

⬜ ︎正しい科学的知識に基
づいている。 
⬜ ︎用いている情報が有効
に作用していない。  

⬜科学的知識に基づこう
としている。 ︎ 
⬜ ︎用いている情報に複数
の誤りがある。 

 
 

パ
ラ
グ
ラ
フ	
 

ラ
イ
テ
勋
ン
グ	
 

⬜「︎自分の判断」から「結論」
に向けて、発展性のある論理
展開になっている。 

⬜ ︎３つの段落の内容がそれ
ぞれ明確である。 
⬜「︎結論」段落と他の２つの
段落とが論理的につながっ
ている。 

⬜ ︎自分の主張を述べきっ
ているが、パラグラフライ
ティングの手法が生かさ
れていない。 

⬜ ︎不充分ながら主張は述
べられている。 

 
 

文
章
表
現	
 

⬜ ︎効果的に書かれている。 
⬜ ︎接続詞がとてもうまく使
えている。 
⬜ ︎適切な語が選択されてい
る。 

⬜ ︎正確に書かれている。 
⬜ ︎読点の打ち方がよく考え
られている。 
⬜ ︎３つの段落が分量的にバ
ランス良い。 

⬜ ︎460〜500字で完結性のある内容が書かれている。 ︎  
⬜ ︎主述のねじれがある。□修飾関係があいまい。	
 
⬜ ︎句点、読点の打ち方が不適切。⬜ ︎誤字脱字。 
⬜ ︎文意の伝わりにくい箇所がある。 

 
 

 
表  5	
 「現代文Ⅰ」２学期パフォーマンス課題の評価（人数）  

クラス１ 探究する力 書く力 
主題把握 科学的根拠 P.W. 文章表現 

得
点 

4 4 3 19 4 
3 36 40 22 33 
2 3 0 2 6 
1 0 0 0 0 
平均 3.02 3.07 3.40 2.95 

     
クラス２ 探究する力 書く力 

主題把握 科学的根拠 P.W. 文章表現 

得
点 

4 2 1 16 7 
3 23 40 18 19 
2 16 0 7 11 
1 0 0 0 3 
平均 2.66 3.02 3.22 2.68 

※P.W.：パラグラフライティング	
 

要だが、容易ではない。時にはスキルを「型」とし て教えるなど多様なアプローチを試みるべきだろう。

②	
 正課内で「探究活動」を行うための科目：「SSH

探究」	
 

	
 今年（平成 27 年）度は、従来「総合的な学習の時

間」として運用していた 1単位時間分を「SSH探究」

へ変更し、実施した。この科目の設定によって、「課

題研究を実施する時間の多くが、教育課程外に設定

されていた」という課題が改善され、部活動や委員

会活動などの活動とのバランスをとりながら課題研

究に取り組むことができた。また、課題研究は従来、

主に２年次の「総合的な学習の時間」の中で行って

きたために、その指導・支援も第２学年の学年団の

教員が担当してきたが、学校設定科目とすることで、

全教員一丸となっての指導体制を整えることができ

た。	
 

	
 一方、この科目の設定にあたって当初計画してい

た、「生徒の研究テーマに関して専門的な知識・技術

をもつ卒業生、保護者、さらには、当該分野の専門

家からの支援を受けること」については、本年度は

達成できなかった。このことは次年度の課題である。	
 

(2)	
 キー・コンピテンシーを軸としたカリキュラ

ム・マッピング	
 

	
 カリキュラム・マッピングに詳しい名城大学人間

学部教授の池田輝政氏にご来校頂き、平成 26 年 12

月 10 日にカリキュラム・マッピングについての勉強

会を実施した。今年度はその講義内容を受け、本校

の SSH事業を含む教育活動全体を、3.1 で示した３
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教育課程

＜平成27年度生＞

教科 科目 １年 ２年 ３年必修 ３年選択 備考

国語総合 4

現代文Ｂ 2 2

古典Ｂ 3

◆古典講読 4

◆古典 2

◆現代文Ⅰ 1

世界史Ａ 2

世界史Ｂ 3

日本史Ａ 2

日本史Ｂ 3

地理Ａ 2

地理Ｂ 3

現代社会 2

倫理 2

政治・経済 2

◆政治経済・倫理 3

数学Ⅰ 3

数学Ⅱ 4

数学Ⅲ 5

◆数学演習 3

数学Ａ 2

数学Ｂ 2

物理基礎 2

◆物理基礎演習 2

物理 4

化学基礎 2

◆化学基礎演習 2

化学 4

生物基礎 2

◆生物基礎演習 2

生物 4

地学基礎 2

◆地学基礎演習 2

地学 4

体育 3 2 2

◆選択体育 2

保健 1 1

音楽Ⅰ 2*

音楽Ⅱ 1*

音楽Ⅲ 2*

美術Ⅰ 2*

美術Ⅱ 1*

美術Ⅲ 2 2*

工芸Ⅰ 2* 1

工芸Ⅱ 1* 2

工芸Ⅲ 2*

書道Ⅰ 2*

書道Ⅱ 1*

書道Ⅲ 2*

コミュニケーション英語Ⅰ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 3

コミュニケーション英語Ⅲ 3

英語表現Ⅰ 2

英語表現Ⅱ 2 2

家庭基礎 2

◆家庭特講 2

情報 社会と情報 2

1

1

合計 31 32 9 8～22

ＨＲ 1 1 1

◎卒業に必要な単位数を「80」とする。

◎＊印は、音楽、美術、工芸、書道の中から、いずれか1科目を選択しなければならない。

◎◆印は学校設定科目または学校設定教科である。

本教育課程の適用について

　1.平成27年度生（62期生）については１年から適用する。

　2.平成26年度生（61期生）については３年（平成28年度）から適用する。

英語科

家庭科

総合的な学習の時間
３年間で70時間とする。

◆SSH探究

数学科

３学年の選択は１科目までとす
る。

理科

３学年において、「物理」、
「化学」、「生物」及び「地
学」の各科目と、それぞれに対
応する「基礎演習」を付した科
目を同時に選択することはでき
ない。３学年の選択は３科目ま
でとする。なお、2単位科目の選
択は2科目までとする。

保健体育科

芸術科

Ⅱを付した科目はそれぞれに対
応するⅠを付した科目を履修し
た後に、Ⅲを付した科目はそれ
ぞれに対応するⅡを付した科目
を履修した後に履修する。

国語科

「古典講読」、「古典」を同時
に選択することはできない。

地理歴史科

３学年の選択は２科目までとす
る。

公民科

３学年の選択は１科目までとす
る。
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